
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
～酪農の未来のために～ 

組

合

長

通

信 

 

富士開拓農協だより 
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営
農
全
体
会 

 

６
月
３
日
（
月
）
、
今
年
度
第
２

回
営
農
全
体
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 県

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
が
今

年
５
月
に
ふ
ん
尿
の
不
適
正
処

理
を
し
た
県
内
畜
産
事
業
者
に

対
し
、
廃
掃
法
に
基
づ
き
措
置

命
令
を
発
出
し
た
こ
と
を
受

け
、
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
が

定
期
的
に
行
う
家
畜
排
せ
つ
物

の
処
理
状
況
確
認
に
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

課
）
が
廃
掃
法
の
観
点
か
ら
同

行
す
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

５
月
の
地
区
座
談
会
で
説
明
し

ま
し
た
「
２０２４

年
度
経
費
の
賦
課
」

に
つ
い
て
、
第
７６
回
通
常
総
会

開
催
前
に
再
度
説
明
し
て
農
家

の
理
解
を
得
る
よ
う
に
と
の
理

事
会
の
決
定
事
項
に
よ
り
改
め

て
酪
農
経
営
組
合
員
に
周
知
し

ま
し
た
。 

東
部
地
域 

家
畜
保
健
衛
生
推
進
協
議
会 

優
良
畜
産
農
家
表
彰 

㈱
Ｇ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ

グ

レ

イ

ス

ラ

ン

ド 

殿 

６
月

 

日
（
火
）
、
荻
平
地

区
組
合
員(

株)  

Ｇ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
代
表
取
締
役
関
内

慎
介
様
が
、
関
東
生
乳
販

売
農
業
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
関
東
品
質
改
善
共

励
会
に
お
い
て

 

年
度
よ

り
４
年
連
続
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
功
績
が
、
静
岡

県
東
部
の
市
町
、
農
協
、
獣

医
師
会
等
畜
産
関
係
機
関

で
構
成
す
る
東
部
地
域
家

畜
保
健
衛
生
推
進
協
議
会

で
優
良
畜
産
農
家
に
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

前列中央 

関内慎介さん 

第

回
富
士
開
拓
農
業
協
同
組
合 

通
常
総
会
を
開
催 

  

6
月
21
日(

金)

当
農
協
大
会
議
室
に
て
、
議
決
権
行

使
書
を
含
め
77
名
の
出
席
者
数
で
第
76
回
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

丸
山
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
御
来
賓
の
富
士
宮
市

産
業
振
興
部
長 

深
谷
一
彦
様
、
静
岡
県
富
士
農
林
事

務
所
長 
諸
田
僚
様
、
静
岡
県
開
拓
農
業
協
同
組
合
連

合
会
代
表
理
事
会
長 

八
代
正
幸
様
か
ら
御
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

  

議
長
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ
り
、
全
て
の
議
案
は
原

案
通
り
可
決
致
し
ま
し
た
。 

農
協
法
に
よ
り
農
協
は
組
合
員
の
生
活
向

上
の
た
め
、
観
光
・
葬
祭
・
不
動
産
・
生
活
用

品
販
売
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
う
事
が
出

来
ま
す
が
、
賦
課
金
を
こ
の
様
な
事
業
の
損

失

補

填

に
使

う

事

は

で
き

ま
せ
ん
。 

 
 

当
農
協
で
は
、
こ
れ
ら
の
生
活
向
上
の
た
め

の
事
業
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

総
会
で
賦
課
金
徴
収
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
酪
農
家
の
経
営
向
上
に
役
立
つ
、
数
十

項
目
の
営
農
サ
ー
ビ
ス(

営
農
指
導)

を
提
供

し
て
い
る
の
が
富
士
開
拓
農
協
で
す
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
に
賦
課
金
が
使
わ
れ
ま
す
。
組
合

員
は
営
農
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
と
賦
課

金
を
納
付
す
る
義
務
が
有
り
ま
す
。 

総
合
農
協
は
収
益
が
見
込
め
な
い
酪
農
営
農

サ
ー
ビ
ス
の
人
員
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
手

厚
い
サ
ー
ビ
ス
に
は
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。 

茶
業
、
柑
橘
、
肉
牛
業
界
に
も
専
門
農
協
が

有
り
ま
す
が
、
総
合
農
協
か
専
門
農
協
を
選

ぶ
か
は
農
家
が
決
め
ま
す
。 

家
畜
糞
尿
の
固
液
分
離
処
理
の
新
方
式
を

検
討
し
て
い
ま
す
。 

分
離
液
を
基
準
値
以
下
で
放
流
し
ま
す
。
乾

燥
し
た
戻
し
堆
肥
を
作
れ
る
た
め
敷
料
費
用

削
減
額
で
設
備
費
の
回
収
が
で
き
る
夢
の
よ

う
な
方
式
で
す
。
先
日
農
水
省
の
技
術
担
当

官
と
面
会
し
モ
デ
ル
機
の
要
望
を
し
ま
し

た
。
新
方
式
に
興
味
を
示
し
検
討
す
る
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
モ
デ
ル
機
が
成
功
す
れ
ば

補
助
金
付
き
と
組
合
員
割
引
で
斡
旋
で
き
る

で
し
ょ
う
。 

挨拶する丸山組合長 

左から深谷部長・諸田所長・八代会長 

来
賓
祝
辞 

広見地区 槇原光さん 

議
長 

耳
よ
り
情
報 

 

カ
ラ
ス
の
被
害
防
止
に
透
明
の
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
を

黒
テ
グ
ス
に
変
え
る
と
、
飛
行
中
の
カ
ラ
ス

に
は
黒
テ
グ
ス
が
見
え
づ
ら
く
、
羽
が
接
触

す
る
と
驚
き
、
危
険
を
学
習
し
て
近 

寄
ら
な
く
な
る
そ
う
で
す
。
変
え
て
は 

ど
う
で
す
か
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

地
区
座
談
会 

 

5
月
8
・
9
日
（
水
・木
）
午
前 

午
後
の
4
回
に
わ
た
り
、
地
区
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

8
日
午
前 

富
士
丘
区
民
館
14
名
、

午
後 

広
見
公
民
館
5
名
、
9
日
午

前 

荻
平
集
会
所
5
名
、
午
後 

農
協

会
議
室
2
名
の
計
26
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

会
で
は
総
会
事
前
説
明
会
と
し
て
、

丸
山
組
合
長
よ
り
2024

年
度
重
点
的
取

り
組
み
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
、
奥

村
生
産
課
長
よ
り
酪
農
情
勢
報
告
、

岡
島
専
務
よ
り
、
2023

年
度
収
支
実
績
・

2024

年
度
収
支
計
画
と
第
76
回
通
常

総
会
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
質

疑
応
答
の
場
面
で
は
、
営
農
指
導
事

業
に
つ
い
て
や
農
協
運
営
に
つ
い
て

活
発
な
ご
質
問
や
ご
意
見
を
う
か
が

い
ま
し
た
。 

CS

排
水
処
理
施
設 

工
事
の
状
況  

寄
り
合
い
処
の
皆
さ
ん
の 

多
彩
な
活
動 

 
 

人
穴
区
第
４
町
内
会(

見
返
地
区)

の
寄
り
合
い
処
の
皆
さ
ん

が
多
彩
な
活
動
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
特
に
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
と
味
噌
造
り
は
地
域
の

方
々
や
人
穴
小
学
校
の
児
童
、
保
護
者
も
参
加
し
て
好
評
で
す
。 

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 

見
返
公
民
館
で
毎
週
木
曜
日
、
ス
ロ
ー
ト
レ
ー 

ニ
ニ
ン
グ
の
あ
と
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
造
り
の
制 

作
に
励
ん
で
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
作
品 

は
、
人
穴
小
学
校
年
中
行
事
「学 

校
と
地
域
の
つ
ど
い
」で
発
表
展 

示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
作
品
を
見
た 

こ
ど
も
た
ち
が
思
わ
ず
「わ
ぁ
、 

す
ご
い
！
上
手
！
」
「私
も
作
っ 

て
み
た
い
。
」
と
、
興
味
を
持
っ
た
事
か
ら
、
ク
ラ
ブ 

活
動
の
時
間
に
こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
製
作
に
取 

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
約
２
時
間
、
接
着
剤
は
殆
ん
ど
使
わ
ず
手 

で
編
み
込
む
作
業
に
集
中
し
、
全
員
が
作
品(

鉛
筆
立
て)

を
完 

成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
少
し
疲
れ
た
様
子
で
し
た
が
、 

作
品
の
出
来
栄
え
に
達
成
感
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

味
噌
造
り
は
年
に
2
回
、
富
士
市
の
深
沢
味

噌
店
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
見
返
公
民
館
で 

行
わ
れ
ま
す
。
６
月
6
日
に
行
わ
れ
た
味
噌

造
り
に
は
、
寄
り
合
い
処
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
、
地
域
や
人
穴
小
学
校
PTA

の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。
１
㌔
の
大
豆
を
柔
ら
く
な
る
ま
で

蒸
し
て
2
㌔
に
し
潰
し
ま
す
。
そ
こ
に
麹
1.5

㌔
、
塩
0.5
㌔
を
加
え
て
計
4
㌔
の
味
噌
に
な

り
ま
す
。
お
盆
頃
ま
で
熟
成
期
間
を
置
け
ば
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る 

と
の
事
で
し
た
。 

「
ひ
ら
く
」
編
集
部
で
は
待
ち
き
れ
ず
、
７ 

月
１７
日
に
味
噌
汁
を
作
り
試
食
し
ま
し 

た
。
麹
の
香
り
が
華
や
か
で
、
塩
分
控
え 

め
の
甘
み
を
感
じ
る
美
味
し
い
味
噌
汁 

が
居
合
わ
せ
た
農
協
職
員
に
も
大
好
評 

で
し
た
。 

 
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
勢
力
的
な
活 

動
を
続
け
る
見
返
地
区
寄 

り
合
処
の
皆
さ
ん
、
参
加
し 

て
み
た
い
方
は
お
気
軽
に 

お
声
掛
け
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

富士丘区民館 

荻平集会所 

広見公民館 

農協会議室 

7 月 9 日富士山と虹 
きれいでした 

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

７
月  

内
部
塗
装 

建
屋
・手
す
り
の
設
置 

排
水
管
・
排
水
桝
掘
削 

８
月 

 

水
路
へ
の
放
流
管
掘
削 

階
段
の
設
置 

９
月 

埋
設
管
路
工
・
配
線
・
既
設
配 

線
の
撤
去 

１０
月 

  

排
水
管
取
り
付
け 

仮
設
撤
去
・清
掃
等 

１１
月 

  

稼
働
開
始 

 

受水槽桝→ 

↑現在の浄化槽 

組合西側交差点の 
「看板」リニューアルしました 

天
候
が
悪
い
日
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
進
み
、
外
観

が
出
来
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

よ
り
浄
化
水
槽
へ
入
る
前
の
受
水
槽

桝
（
排
水
タ
ン
ク
）工
事
に
も
着
手
を

始
め
、
７
月
に
は
受
水
槽
桝
ま
で
の

排
水
管
、
排
水
桝
の
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。 

西
富
士
用
水
配
水
池
が 

完
成
し
ま
し
た 

 前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
、
広
見
地
区
と

荻
平
地
区
の
配
水
池
が
完
成
し
ま
し
た
。 

広見 1 号線配水池 

荻平旧育成場配水池 

職
員
紹
介 

    

生
産
課  

遠
藤 

寛
和 

     

平
成
30
年
に
入
組
し
、
7
年
目
に
な

り
ま
す
。 

現
在
、
生
産
課
で
牛
販
売
担
当
と
し
て

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
年
々
、
個
体
販
売

価
格
が
下
落
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
少
し

で
も
高
値
で
販
売
を
し
て
組
合
員
の
皆

様
の
利
益
に
繋
が
る
よ
う
業
務
に
取
り

組
み
ま
す
。
導
入
な
ど
牛
関
係
で
ご
相

談
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。 

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 


